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（「プレ調査2006. 10. 1」，「本調査2007. 2. 20～3. 
15」，「追加調査：2007. 9. 15～16」，フォローアッ
プ：「2009. 9. 20～10. 4」） 
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 4 ）倫理的配慮 


















































































1 A 女 74 子 同居 4 3 3 － 2 
2 B 男 68 子 同居 5 7 4 有 5 
3 C 男 83 配偶者 同居 6 4 5 有 4 
4 D 女 62 子 別居 2 5 1 有 5 
5 E 男 64 甥 別居 0 4 2 無 2 
6 F 男 65 子 同居 0 11 12 無 － 
7 G 男 69 弟 別居 0 6 2 無 4 
8 H 男 54 子 同居 7 1 2 有 5 
9 I 女 59 子の配偶者 同居 4 4 4 有 5 
10 J 男 60 子 同居 2 25 2 無 5 
11 K 女 72 子 同居 16 7 5 無 5 
12 L 女 73 配偶者 同居 10 4 10 有 3 
13 M 男 88 配偶者 同居 0 2 4 有 3 
14 N 男 89 配偶者 同居 0 2 4 有 4 
15 O 男 71 甥 別居 0 3 4 有 3 
16 P 女 60 子 別居 0 6 5 有 5 
17 Q 女 86 姉 同居 3 5 30 無 5 
18 R 男 67 子 同居 0 2 2 有 3 
19 S 女 69 子 同居 0 3 9 無 5 
20 T 男 64 子 同居 0 1 8 有 3 
21 U 男 67 子 同居 3 1 4 無 3 
22 V 女 76 配偶者 別居 7 2 5 有 4 
23 W 男 68 配偶者 同居 0 6 7 有 5 
24 X 女 69 子 別居 8 4 30 有 5 
25 Y 男 43 子 同居 0 5 4 有 5 
26 Z 男 49 子 同居 4 1 2 有 3 
27 A' 女 57 子 別居 1 4 4 有 5 
28 B' 女 53 子 別居 5 3 4 有 5 
29 C' 男 59 子の配偶者 同居 4 1 4 無 1 
30 D' 男 90 配偶者 同居 5 12 1 － 5 
31 E' 男 90 配偶者 同居 5 3 8 無 3 
32 F' 女 66 子 別居 0 4 3 有 5 
33 G' 女 74 義妹 同居 0 5 2 無 4 
34 H' 女 69 配偶者 同居 16 1 4 無 3 
35 I' 女 80 配偶者 同居 10 2 4 無 5 
36 J' 女 53 子 同居 1 9 1 有 5 
37 K' 女 75 姉 同居 0 3 1 － － 
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C：HJ 3 ページ 6 行目から）。 
・私は会いに来るのがだいたい週に 1 回以上来て

















































足をちょっと 2 ～ 3 回，トントンとすればする
くらいのことで，あとのことは，こちらに任せ
ておりますので，へたなことはできんし（ケー
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（ケースM：HJ 3 ページ34行目から）。 
・何言っても最近は通じんもんで，困っとる
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も他の家族と「しゃべったことは  1 回もない」
（ケースX：HV35ページ12行目から）（ケースF’：



























































 2 ） Kellet, U. M.(1999a). Transition in care: family 
careres’ experience of nursing home placement, 
journal of Advanced Nursing, 29(6), 1474-81. 
Ryan, A. A. (2000b).Nursing home placement : 
an exploration of the experiences of family carers，
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 3 ） 宮本美佐（2003）．痴呆入所者の家族と施設
職員の交流，日本看護学会誌，33-42． 
 4 ） Abrahamsson, Britt-Louise. (2006). Demens-








 6 ）杉澤秀博ほか（1992）前掲書，10-8. 
 7 ）深堀浩樹ほか（2005），前掲書，399. 
 8 ）杉澤秀博ほか（1992）前掲書，10-8. 
 9 ）Logue, RM.(2003)．前掲書，24-31. 
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入 居 者 （ 身 内 ） へ の 関 わ り 方 の 不 安
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入 居 者 （ 身 内 ） の 変 化 に 対 す る 悲 し さ と 戸 惑 い
